










はじめに

　心身障害児の歯科治療に対する期待は年々強まってきている。それに呼応し

て,心身障害児の歯科治療の可能性を追求する種々の試みが進められてきてい

る。

　心身障害児の歯科治療における困難さは,患児のもつ歯科受診時の心的条件,

生理的条件,それらが基盤となって表われる行動,および,歯科治療によって身

体的に与える侵襲に反応すべき全身の健康状態が多くの場合,病態生理の状態

にあることによる。


